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委員長
　小林　國章
副委員長
　田中　純一
委員
　三浦　和一
　桜井くるみ
　石川　広己
　影山　琢也
　臼杵　　健
　小林　拓朗

総
務
文
教 

常
任
委
員
会

令
和
７
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算（
総

務
費
）に
つ
い
て

　

北
部
地
域
振
興
交
流
拠
点
施
設
（
仮

称
）
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
市
庁
舎
整
備

基
本
構
想
を
策
定
す
る
中
で
市
民
を
含
め

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
し
て
い
た

が
、
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
を
策
定
す
る

際
に
も
実
施
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

来
年
度
、
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定

の
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、

住
民
や
関
係
団
体
等
の
御
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

（
企
画
課
）

新
熊
谷
市
民
体
育
館
早
期
建
設
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て　

【
意
見
】

反
対
意
見　

早
期
建
設
と
い
う
点
に
は
、

今
後
２
年
間
十
分
に
話
し
合
っ
て
、
市
民

に
と
っ
て
よ
い
体
育
館
を
造
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
私
の
考
え
と
請
願
者
の
考
え
は

変
わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。
一
方
、
請
願

事
項
の
中
に
「
県
北
の
中
心
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
規
模
」
と
あ
る
が
、
以
前
に
市
が

行
っ
た
市
民
体
育
館
建
て
替
え
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
設
備
の
充
実
を
求
め

る
意
見
が
多
く
、
大
き
な
規
模
の
体
育
館

を
求
め
る
意
見
は
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
る
。
質
疑
の
中
で
、
各
種
競
技
で
使

用
す
る
面
数
な
ど
の
話
を
聞
く
と
、
ど
う

し
て
も
大
き
な
規
模
の
体
育
館
を
目
指
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
市
民
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
本
当
に
使
い
や
す
い
、
市
民
の

要
望
に
沿
っ
た
体
育
館
に
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
大
き
な
規
模
の
体
育
館
が

必
要
で
あ
れ
ば
、
別
の
場
所
に
建
設
を
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
駅
近
の
場
所
で
は
大
き
な
体
育
館
の

建
設
は
無
理
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

賛
成
意
見　
参
考
人
に
話
を
伺
い
、
ま
ず

は
予
定
さ
れ
て
い
た
新
市
民
体
育
館
の
建

設
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
利

用
者
団
体
の
方
々
が
早
期
建
設
の
実
現
を

切
実
に
望
む
請
願
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

た
。
ま
た
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
様
々

な
意
見
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
利
用
者
の

実
感
と
し
て
は
駅
か
ら
近
い
現
在
の
場
所

に
建
設
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
そ
の

点
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨

の
請
願
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
れ
に
関
し

て
異
論
は
な
い
と
考
え
る
。

　環
境
産
業 

常
任
委
員
会

委員長
　川田　勝巳
副委員長
　池井　光吉
委員
　黒澤三千夫
　権田　清志
　千葉　義浩
　新島　一英

熊
谷
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

本
町
駐
車
場
の
料
金
を
無
料
と
す
る

日
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
日
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　

内
規
で
定
め
る
予
定
で
あ
り
、
例
え

ば
、
第
２
、
第
４
土
曜
日
や
、
ま
ち
な
か

の
に
ぎ
わ
い
再
生
の
た
め
の
社
会
実
験
開
催

日
を
無
料
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
商
業
観
光
課
）

令
和
７
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
衛
生

費
・
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
）
に
つ
い
て

　
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
防
除
事

業
に
つ
い
て
、
空
き
家
に
住
み
着
く
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
思
う
が
、
地
域
の
中
で
自
治

会
長
が
申
請
し
た
場
合
に
は
、
補
助
の
対

象
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
等
に

無
断
で
敷
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
安
心
安
全
課
と
協
力
し
て
、
空
き
家

の
所
有
者
等
を
確
認
し
、
当
該
所
有
者
等

か
ら
申
請
を
頂
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

（
環
境
政
策
課
）

　

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
支
援
事
業
の
目

的
を
伺
い
た
い
。

　

作
業
の
省
力
化
、
効
率
化
と
併
せ
、

生
産
性
の
高
い
食
料
供
給
体
制
の
確
立
と
、

本
市
に
お
け
る
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
農
業
者
の
減
少

が
進
む
中
、
本
市
に
お
い
て
も
新
た
な
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
の
加
速
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
農
業
政
策
課
）

　

イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
掲
示
板
事
業
に
つ

い
て
、
主
催
者
が
イ
ベ
ン
ト
を
自
ら
登
録

で
き
る
こ
と
は
よ
い
と
思
う
が
、
情
報
の

信
ぴ
ょ
う
性
や
団
体
の
登
録
を
ど
の
よ
う

に
管
理
す
る
予
定
な
の
か
伺
い
た
い
。

　

不
適
切
な
投
稿
を
防
ぐ
た
め
、
掲
載

団
体
を
事
前
登
録
制
と
す
る
こ
と
や
、
万

が
一
不
適
切
な
投
稿
が
さ
れ
た
場
合
で
も
、

閲
覧
者
に
よ
る
管
理
者
へ
の
通
報
機
能
を

実
装
す
る
と
い
っ
た
対
策
を
予
定
し
て
い

る
。
多
く
の
方
に
投
稿
、
閲
覧
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
今
後
課
題
等
の
整
理
を

し
て
、
事
前
登
録
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く

り
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
商
業
観
光
課
）

人権尊重宣言都市・くまがや
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　都
市
建
設 

常
任
委
員
会

　市
民
福
祉 

常
任
委
員
会

委員長
　白根　佳典
副委員長
　福田　勝美
委員
　大久保照夫
　富岡　信吾
　林　　幸子
　田中　　正
　中島　千尋

令
和
７
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算（
土
木

費
）に
つ
い
て

　

道
路
空
洞
調
査
事
業
に
つ
い
て
、
調
査

方
法
と
重
点
的
に
行
う
場
所
を
伺
い
た
い
。

　

調
査
方
法
は
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
搭
載

の
自
走
式
空
洞
探
査
車
を
道
路
上
に
走
行

さ
せ
、
デ
ー
タ
を
取
得
し
な
が
ら
路
面
下

の
状
況
を
画
像
で
記
録
し
て
い
く
。
記
録

し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
空
洞
等
が
検
出

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
危
険
度
に
応
じ

て
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
空
洞
内
部
の
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
場
所
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路
や
交
通
量

の
多
い
幹
線
道
路
、
ま
た
、
上
下
水
道
管

等
の
地
下
埋
設
物
が
多
い
道
路
を
中
心
に
、

毎
年
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
実
施
し
て
い
る
。

（
管
理
課
）

　

熊
谷
運
動
公
園
子
供
広
場
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
器
具
購
入
費
８
９
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

を
購
入
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
追
加
す
る
た
め

の
購
入
費
で
あ
る
。

（
公
園
緑
地
課
）

令
和
７
年
度
熊
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
費
用
の
管
渠
費
の

調
査
委
託
料
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
と

比
較
し
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
が
、
こ
の

増
額
の
理
由
と
委
託
を
予
定
し
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
管
路
施
設
点
検

調
査
業
務
委
託
と
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

導
入
可
能
性
調
査
業
務
委
託
を
実
施
す
る

た
め
増
額
し
て
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

管
路
施
設
点
検
調
査
業
務
委
託
は
、
こ
れ

ま
で
も
中
心
市
街
地
に
お
い
て
行
っ
て
き
た

が
、
来
年
度
か
ら
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
方
針
に
基
づ
き
、
20
年
間
で
市
が
管

理
す
る
全
管
渠
約
５
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
点
検
を
行
う
も
の
で
、
令
和
７
年
度
は
、

管
路
施
設
腐
食
環
境
下
、
主
要
な
管
路
施

設
の
延
長
１
万
７
２
６
４
メ
ー
ト
ル
、
人

孔
４
９
０
か
所
に
つ
い
て
点
検
調
査
等
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ

Ｐ
Ｐ
導
入
可
能
性
調
査
業
務
委
託
は
、
導

入
可
能
性
調
査
と
し
て
現
状
分
析
、
課
題

の
洗
い
出
し
や
対
応
方
針
の
整
理
等
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

（
下
水
道
課
）

委員長
　沼上　政幸
副委員長
　大山美智子
委員
　須永　宣延 
　小鮒　賢二
　腰塚菜穂子
　山下　一男
　出井　哲司
　江田　大助

熊
谷
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

本
議
案
は
、
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
見

舞
金
を
支
給
す
る
た
め
の
改
正
と
の
こ
と

だ
が
、
遺
族
見
舞
金
、
重
傷
病
見
舞
金
の

額
の
根
拠
を
伺
い
た
い
。

　

県
内
で
見
舞
金
を
支
給
す
る
多
く
の

自
治
体
が
、
遺
族
見
舞
金
30
万
円
、
重
傷

病
見
舞
金
10
万
円
と
規
定
し
て
お
り
、
各

自
治
体
に
お
け
る
支
援
の
均
衡
を
考
慮
し

金
額
を
設
定
し
た
。

（
安
心
安
全
課
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
熊
谷
市

立
勤
労
会
館
等
解
体
工
事
）
に
つ
い
て

　

本
契
約
に
お
け
る
解
体
工
事
の
着
工

と
完
了
時
期
を
伺
い
た
い
。

　

本
工
事
は
令
和
７
年
４
月
に
着
工

し
、
解
体
作
業
は
９
月
末
ま
で
の
完
了
を

見
込
ん
で
い
る
。

（
市
民
活
動
推
進
課
）

令
和
７
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算（
民
生

費・衛
生
費
）に
つ
い
て

　

民
生
児
童
委
員
活
動
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
交
付
金
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

　

民
生
委
員
の
活
動
費
交
付
金
等
で
あ

り
、民
生
委
員
一
人
ひ
と
り
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、１
人
当
た
り
年

間
９
万
１
２
０
０
円
か
ら
９
万
８
４
０
０

円
に
増
額
し
計
上
し
て
い
る
。

（
福
祉
総
務
課
）

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
近
隣
市

で
は
産
後
ケ
ア
施
設
を
利
用
す
る
際
の
自

己
負
担
額
を
食
事
代
の
み
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
扱

い
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

本
市
も
令
和
７
年
度
か
ら
、産
後
ケ

ア
施
設
を
利
用
す
る
際
の
自
己
負
担
額
を

食
事
代
相
当
額
と
し
て
考
え
て
い
る
。

（
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
）

令
和
７
年
度
熊
谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

　

保
険
料
の
金
額
に
つ
い
て
は
令
和
６

年
度
か
ら
変
更
は
な
い
が
、上
限
額
が
73
万

円
か
ら
80
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

（
保
険
年
金
課
）

非核平和宣言都市・くまがや


